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LV-TEI, MVF, PVF, E/E’, 左房ストレイン)に関して、Kruskal-Wallis testsを用いて比較検討
した。局所左房ストレイン(longitudinal strain:LS)は、reservoir(LSs)、conduit(LSe)、booster 
pump(LSa)機能に分類して評価した。さらにASD-D群において、device size/BSAと左房機能の関係
について、Spearman’s rank correlation testを用いて相関係数を求めた。 
 






















  論文審査の結果の要旨 
 












LV-TEI, MVF, PVF, E/E’, 左房ストレイン)に関して、Kruskal-Wallis testsを用いて比較検討した。
局所左房ストレイン(longitudinal strain: LS)は、reservoir (LSs)、conduit (LSe)、booster pump
(LSa)機能に分類して評価した。さらにASD-D群において、device size/BSAと左房機能の関係につ
いて、Spearman’s rank correlation testを用いて相関係数を求めた。 
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